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肯
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高
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育
て
の
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習
慣
～
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え
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ほ
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写
に
取
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組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、
つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち

に
な
る
「
ほ
め
言
葉
」
。
様
々
な
場
面
で
撮
影
さ
れ

た
家
族
で
の
思
い
出
の
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
使
っ

て
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

「
関
市
の
取
組

ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
メ
ン
♪
75
」

関
市
で
活
躍
中
の
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
メ
ン
♪
75
」
。
幼
稚
園
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
先
生
た
ち
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
高
齢

者
の
「
生
き
が
い
」
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
に
備
え
る
」

岐
阜
県
で
発
生
し
や
す
い
災
害
と
は
？
ま
た
、
災
害

に
備
え
て
、
ど
ん
な
準
備
を
し
て
お
く
と
良
い
？
令
和
６

年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
談
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇「自分で言ったこと、自分で行ったことは、必ず自分に返ってきます。」この言葉は。新学期始まり、学校長が

全校生徒に向けて話したものです。 （教育の窓 夏号）

◇入学したばかりの１年生は、６年生からほうきのもち方や掃き方など、そうじのいろはを教えてもらいます。

（学校のたからもの 夏号）

◇自分が子どものころ、父の背中はとても大きく見えた。黙々と働き、疲れて帰ってきても文句ひとつ言わず、家

族のためにまた次の日も出かけていくその背中には、不思議な安心感と尊敬があった。 （親の背中 秋冬号）

◇「親の背中」と言いますが、見せて恥ずかしい背中になっていないだろうかと自問し、子どもを育てているつも

りで共に育たせてもらっています。 （リレーエッセイ 秋冬号）

◇けがや急病、着替えや服薬管理、心の準備等、保健室を利用したい理由を「養護ニーズ」といいます。その子

の養護ニーズは何かをつかむところから保健室来室者対応は始まります。 （保健室ノート 春号）

◇今年度は、思いもよらぬことから始まりました。まず、私の移動先が母校の○○小学校になったことです。も

う一つ、私の１年生の時の恩師が校長として母校に赴任されたことです。 （私の先生 春号）

「わが子のあゆみ」で出会った《心に残る言葉》

◆１冊３４０円、年３冊発行（１，０００円）。お申込みは＝各学校のＰＴＡ担当の先生。

◆お問い合わせは＝岐阜県PTA連合会事務局 ０５８（２６２）３２５７まで。

【
ほ
め
写
よ
り
】

私
に
は
子
ど
も
が
６
人
い

ま
す
が
、
皆
が
本
当
に
仲
が

良
く
、
私
の
ほ
う
が
尊
敬
す

る
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
子
ど

も
た
ち
で
す
。

ス
テ
キ
だ
な
と
思
っ
て
い

て
も
面
と
向
か
っ
て
言
っ
て

し
ま
う
と
気
持
ち
悪
が
ら
れ

る
の
で
、
そ
っ
と
写
真
で
表

現
し
て
飾
っ
て
お
き
ま
し
た
。


